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石神井公園駅南口西地区市街地再開発事業

第２回検討状況報告会開催結果のお知らせ

平成 29 年７月練馬区発行
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Q1

A

再開発のデメリットに対する説明が全くない。
一昨年の懇談会から、風や交通などに対する心
配は出ていたのに、今頃検証しているのか。

　今後計画を具体化していく段階で、事業者の方で風
や交通の流れを検証していくことになっています。

　いずれ時機を見て、適切な機会に説明させていた
だきます。

A

Q8

A

報告会で挙げられた意見はどのように活用されて
いるのか。区長にきちんと伝えて欲しい。

　今回いただいたご意見につきましても、区長に報
告する考えです。

Q7

A

開催案内の周知範囲が狭い。駅や商店街を利用す
る住民に対する説明が不足している。

　開催案内は、一昨年のまちづくり懇談会の周知範
囲を中心とした約４千世帯の方々に配布していま
す。今後、都市計画決定等の手続きを進める場合に
は、区報掲載や住民説明会の開催など、より多くの
方々に周知する機会をつくってまいります。計画方
針が固まる前に、まずは地元のご意見を伺いたいと
いうのが、今回の趣旨です。

Q5

A

1日2万台の交通量が試算されている補助232号
線ができると、南北方向の横断が大変になる。
回遊性が確保できると言うが、難しいのでは。

　都市計画道路の整備率は、区内で５割、笹目通り
より西側の地域で３割と、23区内では低水準です。
東京都による2万台という試算は、整備率が100％に
達した時点を想定していると聞いています。区は、
補助232号線整備に際しては、警察とも協議し、適
切な箇所に横断歩道等を設け、地域の回遊性を確保
する考えです。

Q6

A

西武線の高架化により、周辺の渋滞は解消され
た。バスが補助132号線へ移れば、商店街の交
通環境も改善される。補助232号線は不要。

　補助232号線の南口駅前広場から富士街道までの
区間は、昨年度策定した「第四次事業化計画」の中
で、交通結節点へのアクセス向上等で必要性を確認
し、自動車交通の円滑化や地域のまちづくりへの貢
献等の観点から、優先整備路線に選定しており、
ネットワーク上必要な道路であると考えています。Q3

A

再開発の予算と、区の税金からの支出額は。
また、準備組合発行のニュースに掲載されてい
るスケジュールは、区が認めたものなのか。

　現在、再開発事業に関する区の予算措置はござい
ません。今後都市計画を決定していく段階で、議会
の承認を得て予算化していくことになります。
　また、これまで区が事業スケジュールを定めた事
実はございません。

　準備組合ニュースのスケジュールは、あくまで準
備組合が目標として掲げているものです。

Q4

A

分譲マンションが出来ても、地元に何のメリッ
トもないのでは。

　前回、準備組合理事からも説明させていただいた
点ですが、新しい方がまちに住んで、経済的にもま
ちの活性化に貢献できるものと考えています。

Q2

A

再開発の効果として挙げられた「防災性向上」「利
便性向上」「まちの活性化」とは、具体的に何か。

　一例として、超高齢社会の中でバスや鉄道を利用
する区民が増えていくことを想定しますと、交通の
便の良い駅の近くに区民サービス施設を移すこと
は、区民の「利便性向上」につながると考えていま
す。今後、このような会で、「防災性向上」や「ま
ちの活性化」の具体的な内容についても、お答えし
ていきたいと考えています。

※当日は、その他に以下のような意見がありました。

●再開発ビルや商業施設が建つと、地域の活性化になると思う。

●110ｍという高さは現行の法制度で可能なのか。なぜ50ｍや80ｍではいけないのか。

●前回、富士街道から右折して南口に行くために補助232号線が必要だという説明があったが、北口を経由すれば南口
に行けるので、必要ないのでは。

●拙速に結論を出さずに、視野を広げて、もう一度実態を見直して欲しい。

（ A：練馬区による回答　 A：再開発準備組合による回答）
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